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本 文よ り

白象図で見逃 してならないのは、

悠揚せまらざる運動惑が しっかりと感得される点である。

圧を1的童量を誇 り、緩ll■ な勃作の象に意匠化をカロえて、

しかもなおムーヴマンを確保することは、難 しかったであろう。

ゆっくりと後ろを振 り返った白象、

のっしりと歩き進める白象、

そこには単なる意匠家を逮えた画家宗逹の、

確かな日と手を見てとることができる。

「養源院宗逹画考」

当然のことながら、多くの美的要素が宗逹から光琳へと伝 えられた。

まず第一に、明快な装飾的効果である。

モチーフを限定 して大胆な意匠化をカロえる。

背景は総金地 とし、鮮やかにしてシンプルな色彩効果をねらう。

遠景をはじめとして、主題の感覚的理解を妨げるものは、徹底的に排除 してしまう。

このような日本絵画のなかでもとくに幸やかな況覚効果 こそ、

両者 を貫通するもっとも大きな美的特質だといってよいであろう。

「宗逹から光琳への変質」

光琳における宗逹への私淑、Sく りを、

もっとも端的に示 しているのは、

光琳による宗逹画の模写である。

それらのなかで、もっとも童要な意義をもつのは、

宗逹が最後にrll逹 した画境を示す傑作として名高い

「風紳百沖図屏風」を写した、

同じ二曲―双の屏風をおいてほかにない。

大きく眺めれば、文人的気質の光悦、乾山により強 く惹かれた抱―に対 し、

其―は専 F月 画家的な宗逹・光琳の後継者であったともいえよう。

何れにしろ、其―は琳派におけるすぐれた伝統の余儘をかきたてて、

だ1造的にその悼尾を飾った傑出せるオ能であった。

偉大なる先輩、宗逹・光琳・抱一と異なる点は、

ただかれが私淑によらなかったことである。
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